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要 旨
機械翻訳に おける テキ ス ト編集の作業は い わゆ る ｢前･ 編集｣ 及び ｢後 ･ 編集｣ に分けられ るが,
こ の両者の うち前 ･ 編集の重要度 は極めて高い ｡ 前 ･ 編集は適正な翻訳結果を得るため に行う, い
わば ｢最適入力文｣ 決定の過程で ある｡ 前 ･ 編集の 一 般的原則に つ い て は現在ある程度知られ て い
るが, 機械翻訳を実用に供する場合の観点から考察すれば, こ の作業は相当多面的で繁雑なもの で
ある ｡ 現段階の機械翻訳 シ ス テ ム の仕組みは入力文の形式的統語構造に も っ ぱら依存せ ざるを得ず,
意味の領域を十分に扱えない か らであ る ｡ 本稿は ｢日 - 英｣ 機械翻訳シ ス テ ム に おける前 ･ 編集の
ありかたを探ろうとする試みの 一 端を報告する もの で ある ｡
キ ー ワ ー ド
前 ･ 編集, 後 ･ 編集, 構造依存的, 商業通信文, 意味上の cbntext, あ い ま い性,
読みやすさの指標
1 はじめに
ごく 一 般的な問題 は別として 実際上 の具体
的な事柄に な ると, 前 ･ 編集は個々 の 翻訳 シ
ス テ ム の相性, 対象とする入力文の 属する ジ ャ
ン ル等と深く結び付い て い る ｡ それぞ れの シ
ス テ ム , それぞ れの 対象文の ジ ャ ン ル に よ っ
て前 ･ 編集の 程度, 工夫の仕方等が異なる筈
で ある｡ シ ス テ ム の 側か らみれ ば, 対象文の
分析及 び翻訳文生成の プ ロ セ ス , 辞書の登録
語数及 び登録の仕方, 専門辞書の有無, ユ ー
ザ ー ･ イ デ ィ オ ム の登録の有無等が前 ･ 編集
の ありか たを決定し, また, 対象入力文に つ
い て みれば, 例え ば, 科学 ･ 技術論文に属す
る文と商業通信文に属するもの と で は自ずか
ら扱い方に差が ある筈で ある｡ 従 っ て , 当然
なが ら, 本稿に示す前 ･ 編集の事例と, 他の
シ ス テ ム に より他種 の文を扱うもの との 間に
は細部に おい て必ず しも共通性があると は言
え ない で あろう ｡
本稿 で紹介する前 ･ 編集の事例は, パ ソ コ
ン で作動す るB社市販 の 日 - 英翻訳 シ ス テ ム
(Ver sio n Ⅳ) に よ るもの で ある ｡ ただ し,
専門辞書は使用せず, 辞書更新もせず, ユ ー
ザ ー ･ イ デ ィ オ ム も登録 せず, 標準装備 の基
本辞書の みを使 い , ま た, 日本文に 大雑把な
処理をする プ ロ セ ッ サ ー も使わな い ことに し
た ｡ いわば ｢丸裸｣ の まま の シ ス テ ム とい う
こ とに なる ｡ 対象入力文と して は商業通信文
い
を選 らん だ ｡ こ の シ ス テ ム の内部の分析 ･ 変
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換 ･ 生成の方式, 辞書 の記述方等は ユ ー ザ ー
に は不明である｡ そこ で この シ ス テ ム をブラ ッ
ク ･ ボ ッ ク ス と して ラ ン ダム に 日本語原文を
入力し結果をみ る ことに した ｡ 以下は極めて
限定 された小規模の ｢実験｣ の結果を報告す
るもの であり , 包括的 ･ 網羅的な研究で はな
い ｡ 次節以降で は前 ･ 編集を施 さな い 日本語
原文(a), そ れに 対応す る機械翻訳文(b),
前 ･ 編集を施した 日本語入力文(c), それ に
対応する翻訳文(d), 及び後 ･ 編集を施し た
翻訳文(e) を示 し, 若干 の考察を加 える こ と
に する ｡
2 事例と考察(そ の 1)
こ の翻訳 シ ス テ ム は, 例え ば ｢亜希はその
報告を小耳に はさん で胸を撫で下 ろ した ｡
2]
と いう日本文を A ki happe n ed to he a rt he
repo rt a nd feltr elie v ed. の よ うに さ らり
と翻訳する ｡ しか し, 実際に は前 ･ 編集な し
で この よう な結果を得る こ と ば稀 である ｡ 次
の 場合もそ の稀な例で あろう ｡
1- a : 信用状の 有効期限を9月30日ま で 延
ばして頂 ければ幸い です ｡
1- b: W e wo uld ap preciate it v e ry m u ch
ifyo u w o uld e xte nd the te r m of
v alidity of the letter of c redit
u ntil Septe mbe r30.
1- e: W e w o uldappr eciateit v e ry m u ch
ifyo u w o uld e xte ndthe v alidity of
the lette r of c r editu ntil Septem ber
30.
しか し, 殆どの場合, 前 ･ 編集なしの 日本文
の 翻訳 はまと もな英文に な らな い ｡
2- a : 貴社の取扱い商品の カ タ ロ グを3部,
価格表をそえ , 航空便でお送り下さい ｡
2- b: It ad ds 3 c opie s of, a pric elist
a nd s e nd a c atalog of handling
go ods of yo u r c o mpa ny by air
m ail.
2- c: どうぞ我等に君が扱 っ て い る商品の
3部の カ タ ロ グと価格表を航空便で送
れ ｡
2- d: Se nd 3c opleS Of c atalogs a nd a
prlC e list of t he go ods that yo u
a r eha ndling to u s ple a s eby air
m ail.
2- e : Ple a s e s e nd u sby air m ail3 c op-
ies of c atalog a nd a prlC elist of
the go ods you are ha ndling.
2- c の 前 ･ 編集後の 日本文は文体的 に か
なり不自然 なもの である ｡ しか し, 前 ･ 編集
は自然 な翻訳文を得 るための 操作の 一 つ で あ
り, 日本文自体 の文体は問題 に しな い ｡ 商業
通信文 で は通常 ｢貴社｣ , ｢当社｣ は yo u,
w e で よい の で こ れを ｢君｣, ｢我等｣ と入力
す る｡ こ の方が キ - に よる入力打数が少なく
て 済むか ら である ｡ ｢ 我等に｣ に 相当す る部
分は原文に は ない が , 日本語で は自明で あ っ
て も英語 の場合間接目的語 の必要上 これ を補
わなくて はな らな い ｡ こ の翻訳 シ ス テ ム で は
間接目的語 は常 に フ レ ー ズ化 され て当然文の
後部ヰこまわる ｡ 直接目的語相当部分が長 い と
全体と し て不自然に なるの で こ れ は後 ｡ 編集
で処理する ｡ ｢お送り下さ い｣ は意味的余剰
成分を省い て ｢ 送れ｣ とする ｡ ただ し, これ
は原則と して の こ と で , こ の シ ス テ ム で は,
ある程度の 定型が登録さ れて い て , 例えば ,
ド- し て 頂けれ ば幸い で す｣の 場合 w e w o uld
ap pr e ciate itve ry m u ch ifyo u wo uld . …
が ス ッ と出てくる の で ある｡ 1-aが 前 ･ 編集
を要 しなか っ たの はそ の ためで あ る ｡ 2-aと
類似 の もの をもう 一 例示す｡
機械翻訳 に お ける テ キ ス ト編集 に つ い て
3 - a : 手頃な値段の家電製品の詳し い 一 覧
表をお送りくだ さい ｡
3 - b: Se nd a detailed list of ho u s ehold
electric ap plia n c es ofthe r e a s o n able
prlCe･
3- c: どうぞ我等に手頃な値段の 家電製品
の詳しい 一 覧表を送れ｡
3 - d: Ple a s e s e nd a detailed list of
ho u s ehold ele ctric applianc es of the
re a s onable prlCetO u S.
3 - e : P le a s e s e nd u s adetailed list of
ho u s ehold electric applianc es of
re a s onable prlCe S.
3 -c で ｢ どうぞ｣ を加え たの は 2 - c の場
合と同様に , 対象文が商業通信文であるため,
原文の敬体の雰囲気 を残そうとしたか らで あ
る ｡ こ の ような工夫の範囲は限られて い るが ,
ある程度の こと は可能で ある ｡ もちろん対象
文の 属する ジ ャ ン ル に よ っ て は こ の ような配
慮の 全く不必要な場合も多い ｡
4- a : 在庫が急に 減 っ てまい りましたの で ,
一 日も早く注文品の 船積み をお願 い し
ます ｡
4-b: Ev e nlst requ ests a shipm e nt of
an e arly o rder a rticle, bec a u s ew e nt
a nd a sto ck de c re a se s s udde nly.
4 - c : 我が在庫は急速に 減 っ て い る ｡ 我等
は君が我が注文品を出来る だ けま もな
く船積みす る ことをお願い します｡
4 - d: Our sto ck is de c re a s lng rapidly.
W e requ est t hat yo u ship o u rorder
a rticle a s s oon a spo s sible.
4 - e: Ou r sto ck is r apidly de cr e a sl ng,
s o w e requ est that yo u (sho uld)
ship o u二r O rder a s s o o n a spo sible.
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4- a の前半部の ｢まいりま した｣ が 4 -
bで は w e ntとな っ て しまう｡ 機械は意味を無
視して形式的に反応する ｡ こうい うい わば機
械の ｢くせ｣ に敏感に な る ことが前 ･ 編集の
一 つ の コ ツ で あ ろう ｡ 原文の 後半部を最初
｢我等は君が我が注文品を出来るだ け早く船
積みす るよう願う｡｣と入力してみた ｡ すると,
W e hope s u･ch that yo u ship o u r o rder
a rticle a s e a rly a s po ssible. が得られた ｡
何故 s u ch tbatかと 一 瞬思 っ た が , ｢ する よ
う｣ の ｢よう｣ に引 っ 掛か っ た こ とに 気付い
た ｡ ｢よう｣ を含め て 二箇所直し, ｢願 う｣ を
｢ お願い します｣ に して み た ら 4 - dが 得ら
れた ｡ ち ょ っ と堅 い感じもする の で , これは
先に 述 べ た W e w o uldap pr eciate … . の 定型
を使 っ た方が よい か も知れな い ｡
前 ･ 編集の 作業で どこまで 深入りするか ,
どの 程度 で打ち切り, 処理を後 ･ 編集 に まわ
すか に つ い て は 一 概に言 い難い ように思われ
る ｡ この問題 は機械翻訳 の 一 連 の作業の能率
と深くかか わ っ て い るの で十分検討す べ き課
題となろう ｡ ただ し, い わば ｢粗削り｣ で も
前 ･ 編集で肝腎なと こ ろを的確 に処理 して お
かな い と後 ･ 編集の 段階で収拾が っ かなくな
る ｡ 対象文に もよ るが , 前 ･ 編集で適切な処
理が なされ, 後 ･ 編集 で は finishing to u ch
を施すだけ で済むと い うのが理想的であろう｡
と ころで , 4 -a の 原文の 後半部に は主語
ある い は動作主が明示されて い ない ｡ こ の文
は日本語と して ごく普通の もの であるが , 当
然の こ となが ら, 主語 あるい は動作主を顕在
化させ る こ とは目的語 の場合と同様に 前 ･ 編
集に お ける大原則の 一 つ である ｡
5 - a : ご関心の品目が ござい ました ら, ご
一 報あり次第, 見本をお送りします ｡
5 - b: As s o o n a sthere is 1 r epo rt
du m my, ifa n ite m of a n inter est
154
is a s a mple do be s e nt.
5- c: もし君が我が商品の何か に 興 味があ
れば, 我等に そ の旨書け｡ 我等が君 の
手紙 を受け取るや い なや , 我等 は君 に
見本を送るだ ろう ｡
5- a: Ifyo u a r einter ested in so m ething
of o u rite m w rite to u s to t hat
effe ct. As s o o n a s w e r ec eiv yo ur
letter w e wills e nd a s a mple to yo u.
5- e:Ifyo u a r einter ested in a ny of
o u r item s, w rite to u s to that
effe ct. W e wills e nd yo u s a mples
a s s o o n a s w e r e ceiv eyo u rlette r.
4 - a と同様に 5- a の 文も普通 の 日本
語 で あるが , そのまま機械に翻訳 させ ると結
果 は 5- b のように 全くひ どい こ とに な る ｡
5- b の末尾が do be s e nt とな るの は不
思議で ある ｡ そ こで , ため しに別途 ｢私共 は
見本をあなたに お送りします ｡｣ を入力 した
ち w e s e nd a nd do a s a mple to yo u. が
出た｡ や はり do が現 われ る ｡ 実は , 機械
が ｢お送りします｣ の 部分を ｢ お送り + 上
ます｣ と誤分析したの で ある｡ い わば ｢深読
み｣ の誤りで ある｡ こうい う誤分析を排除す
るチ ェ ッ ク機能を シ ス テ ム に 付与する こ とは
現在の段階で はか なり困難 であろう｡ 上記の
｢お送り + しま す｣ - s e nd a nd do に つ
い て 付言すれば, これは連用形の連結機能と
関係があり, シ ス テ ム はその連結を読み取る
ように プ ロ グラ ム さ れて い る の で ある ｡ そ れ
が誤分析と なるの は意味上 の c ontext を視
野に 入れる こ とが で きな い か らで ある ｡ つ い
で に , 送り仮名が誤分析を引き起こす例をみ
よう ｡ ｢ どうぞ この 品を5月末ま で に 船積み
せ よ ｡｣ を前 ･ 編集を施 した文と し て 入力 し
たら , Ple a s e sho w a nd ship this a rticle
by the e nd of May. が 出 た ｡ sho w a nd
ship は, ｢船積 十 み ( 見) せ よ｣ に よる ｡
暢夫
｢船積みせ よ｣ は ｢船積み/せ よ｣ と ｢船積
/みせ よ｣ の両方に解釈で きる点で あい まい
で ある ｡ 4- a の 用例に は あい ま い 性が な
い
｡ ともかく, 前 ｡ 編集で あいま い性を残す
こと は避けなければならない ｡
次の 例も誤分析を含ん で い る｡
61 a : 注文品 は全部出来あが っ て おり, 莱
送するばか りに な っ て おります｡
6- b: Orde r a rticle w a allc o mpleted
be
,
fo r w a rdば tentatively beco ming
be.
6- c: 君の 注文の 上の全 その 商品は既 に完
成され て しま っ て い る ｡ 我等 は それ ら
を君 にす ぐに送 る ことが で きる ｡
6- d: A llthe go ods o nyo u r o rde r hav e
alr e ady be e n c o mpleted. W e c a n
se nd them to yo uim mediately.
6- e: Allthe go ods o nyo u r o rde r ha v e
alr e ady bee n c o mpleted, a nd w e
c a n s e nd the m to yo uim m ediately.
6- a の ｢ ばかり に｣ の 部分 に 注 目し よ
う ｡ こ の翻訳 シ ス テ ム で は処理不能の文要素
をそ の まま訳文に 残す こ と に な っ て い る ｡
｢ばかりに｣ か ら ｢仮に｣ を抽出し て te nta-
tiv el_y と したが ｢ ば｣が残 っ て しま っ た ｡
｢- す るばかりに｣ の よ うな表現 は考 え て み
れ ば扱い に くい ｡ 多分イ デ ィ オム 登録の守備
3)
範囲に属する問題 で あろう ｡
先 に前 ｡ 編集作業の 程度の ことに触れ たが,
本例 に つ い て 改め て考え て み る ｡ 6 - c の
｢ 君の 注文の上 の全 その 商品｣ と言う の は随
分奇怪 な表現 で ある ｡ これ は , もち ろん all
the go ods on yo ur orde r を予 め想定 し て
前 ･ 編集した結果で ある ｡ こうして おけば 6
- d の前半の 文に 後 ｡ 編集 の 必要 は なく な
る ｡ 果 た して そ こまで 処理す べ きか とい うこ
機械翻訳 における テ キ ス ト編集 に つ い て
とも問題で あろうが, 商業通信に おい て は 一
定の 頻出表現の 処理を定型化, パ タ ー ン化し
ておく方が便利で能率的であろう ｡ 同様に ,
例え ば, ｢最低数量 200ケ ー ス の 為の(見積
り)は fo r a minim um order of 200c a s es
を得るため に ｢200 ケー ス の 最小限注文の
為の｣ とする ｡
7 - a :4月18 日付けお手紙に よれば, 貴社
は直ちに丸井銀行ロ ー マ 支店を通 じて ,
信用状を開設すると の こ と で した が ,
まだ到着して おりません ｡
7 - b: On April 18 atta ching yo ur c om-
pa ny is n ot a rriv lng yet, altho ugh
it w a s a s u ch a sethat ope n s the
letter of c redit thr o ugh a circle 井
ba nk Ro m e br a n ch offic e, right
a w ay a cc o rding to the letter .
7- c: 4月18日 の 君の 手紙に よ る と君は丸
井銀行の ロ ー マ 支店を通 じて 直ち に 信
用状を開設する つ もりだ っ た ｡ しか し
その信用状はまだ我等に届い て い ない ｡
7 - d: Acc o rding to yo u rlette r of April
18 yo u w er egol ng tO Ope n the
letter of c reditright a w ay thr o ugh
Ro m ebranch offic e of a circle #
ba nk. H o w e v er, the letter ofcredit
ha s n ot r e a ched to u syet.
7- e: Ac c o rding to you rlet te r of April
18
, yo u w er eto ope n alette r of
cr edit･ im mediately thr o ugh the
Ro m e Br a n ch of the M a r ui Ba nk.
Ho w ever , the letter of credit ha s
n ot r e a ched u s yet.
8- a :8月30日 ご注文の パ ソ コ ン150台は10
月25 日の 神戸出港 の 富士丸 で積送 の 予
定 です ｡
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8 - b: 0Ⅲ Augu st 30 a pe rs o n al co m-
pute r150u nit of a n o rde r a re aplan
of the produ ct 送 witba w ealth
士 circle of God do or depa rtu re
fr o m apo rt of October25.
8- c : 我等 は君が8月30 日に 注文した パ ソ
コ ン の150台を10月25日 に神戸港を去る
だろうと ころの富士 丸に よ っ て 船積み
する つ もりだ ｡
8Id: W e a r ego lng tO Ship150u nit of
t he per s o n al c o mputer that yo u
o rder ed o n Augu st 30by a w e alth
士 circLe the that will le av e God
do o rp('rt on October25.
8 - e : W e a rego i ng tO Ship150 u nits of
the pe r s o n al c o mputer yo u o rder ed
o n Augu st 30 by the Fuji- m a r u
le avl ng Kobe Po rt o n Octobe r25.
｢丸井銀行｣ が cir cle 井 ba nk, ｢富士丸｣
が w e alth士 circle, ｢神戸｣ が God do o r
な どとな るの は ご愛敬と い うもの で あろう｡
これらの 固有名詞は頻出の場合は辞書更新に
より予め登録 して お けばよい ｡ ある い は後 ･
編集で 直せ ばよい ｡
9 - a : 当社は M R-50型 カメ ラ を注文しま
したが , 本日受け取 っ た品 は QR -55
型 で , しか も5個不足して おります ｡
9-b: T he a rticle that r e ceiv ed today,
altho ugh o u r c o mpa ny o rder ed M R-
50 m ()dels c a m e r a sis QR-55
m odels a nd be la cking 5 als o.
9- c : 我等は M R-50 カ メ ラを注文 した の
に , 我等 は本日か わり に QR - 55 カ
メ ラを受け取 っ て しま っ た ｡ そ の 台数
は 5台短い だ っ た ｡
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9- d: A lt ho ugh w e o rder ed M R-50c a m-
era s w eha v e r e ceiv d QR -55 c a m-
er a sin ste ad today. T he n u mbe r
w a s sho rt 5u nit.
9- e: A ltho ugh w e o rde red m odel MR-
50 c a m er a s, w e ha v e r e ceiv d to-
day M odel QR-55 in ste ad, a nd the
n u mberis 5 units sho rt.
数量不足は こん な壌合や はり short が自
然な の で 何とか引き出そうと したが ｢不足｣,
｢ 足りない｣ を入力して も出て こ な い ｡ シ ス
テ ム 内部の 辞書を覗きたい と思うの は こ ん な
時で ある ｡ こちらが期待する訳語が 日本語の
どん な語あるい は語形と ともに登録 して ある
の か を知り たくな るの で あ る ｡ ｢彼は人気が
ある ｡｣ に対して T he r eis he popula rity.
が出て くる ｡ popula r を呼 び出 して He is
popula r. を得る に は推理 ゲ ー ム の ような こ
と を しなく て はな ら な い ｡ popula r はも は
や日本語 で もあるか ら, ｢彼は ポ ピ ュ ラ ー だ｡｣
を入力す る ｡ こ れが最 も単純 な や り方で あ
ろう｡ ｢彼 は通俗的だ ｡｣ で もよ い ｡ ある い は
｢彼は人気の だ ｡｣ で もよ い ｡ どうや らpop-
ula r は ｢ボブ エ ラ ー , 通俗的 , 人気の｣
などと対応さ せて登録 して あるこ とが わか る
4)
こ とに なる ｡
3 事例と考察(そ の 2)
前節 で は主と して単 一 の 文を扱 っ たが , 本
節で はある程度の長さ とまとまりの ある内容
を持 っ ビ ジネ ス 文書を対象に して み る ｡ 単 一
の ｢ 文｣で はなく, ま とまりの ある ｢文章｣ー
はそれ自体 一 つ の ｢談話(dis c o u r se)｣ 的構
造を持 っ ｡ 文章の 中の 一 つ の 文はそれ自体の
境界を越え て別の 文と関連を持っ ようになる ｡
文と文 の 問の ｢照応｣関係等が問題 とな っ て
くる ｡ 本来 , 翻訳 は ｢文章｣を対象とする も
の で あるか ら機械翻訳の テ キ ス ト編集 もそ の
観点か ら当然考え られ なくて はな らない もの
であろう｡
10- a : 当社の 時計付きボ ー ル ペ ン に 対す
る貴社の9月25日付けの お手紙拝見い た
しました ｡ ｢ト レ - ド ･ ニ ュ ー ズ｣ 誌に
掲載の 当社の広告か らおわか りの よ う
に , 本製品 は ごく最近開発 され , 市場
へ 出た品ですが , す で に世界中で 大好
評を博して お ります ｡ き っ と貴市場の
拡張に お役に立 つ と存じます ｡ 別便で
ロ サ ン ゼ ル ス 港ま で の 運賃 ･ 保険料込
み価格を記載 した価格表と カ タ ロ グを
お送 り します｡ 最低 200ダ ー ス の ご注
文をお願 い します ｡ 貴社と の 取引を成
立させたい ため , 今回に 限り1,000ダ ー
ス 以上 の ご注文に は特別に 5%の 割引
をい た します ｡ なお , 船積み は信用状
入手後 2 カ月以内に 行 な い ます ｡ 貴社
の お役 に立 て る もの と確信い た します ｡
10-b: A lette r of Septem ber 2 5 date s
of yo uI
- C O mpa ny tO a ball-point
pen with a clo ck of o u r c o mpa ny
w as had the ho n o r of s eel ng, As it
that u nder sta nds to
"
tr ade new s
"
m agazin e fr o m a n adv ertis e m e nt of
the o u r c o mpany of c ar rying this
produ ct is alre ady win n lng pOpu-
1a rlty thr o ugho ut the w o rld, al-
t ho ugh it is the a rticle that ap-
peared to a m a rket a nd be de v el-
oped v ery r e ce ntly. It kn ow s that
it is u s eful to the e xpa nsion of
yo u r c o mpa ny m a rket pr obably,
T he prlC elist a nd a c atalog that
e ntered the prlC e and be crow ded
a fa re/in s ura n c epr e miu m to ロ サ
ン ゼ ル ス port with sepa r ate m ail
se nd be do rle . An o rde r of a lo w e st
200do z e n a r e requ sted. Limitl ng
機械翻訳 におけ る テ キ ス ト編集に つ い て
in this tim e, be c a u s eit w a nts to
c a u s e atr a n s a ctio n withyo u r c o m-
pany m ate rializ atio nthe5% ofdis-
c o u nts a r edo n eto a n o rde r o v e r
1
,
000 do z en e spe cially. Fu rther m o re,
a shipm e nt do es within 2 m o nths
afte r the lette r of c r edit a cqu lSi-
tio n. It belie v e s a sthe o n ethat
s ets up it to a r ole of yo u r c o m-
pany･
10- c: 我等は時計付き我等の ボ ー ル ペ ン
に 関す る9月25日の 君の 手紙 を受け取 っ
た ｡ 君が ｢ト レ ー ド ･ ニ ュ ー ズ｣ 雑誌
の 我が広告か ら見 るだ ろ うとおり, 戟
等は本製品を最近開発 し市場 へ 紹介 し
た ｡ それは既に世界中 で 大好評 を博 し
てきた ｡ 我等は こ の 製品が 必ずや君 の
市場の拡張に貢献 す るだ ろう こ と を信
ずる ｡ 我等は君に 別便 に よ っ て 価格表
とカタ ロ グを送 るつ もり だ ｡ そ の 価格
表は ロ サ ン ゼ ル ス ま で の 送 料と保険を
含む価 格を表示す る ｡ 我等 は君か ら
200ダ ー ス の 最小限注文を期待する｡ 我
等は君と取引をしたい ｡ 今回の みだ が ,
我等 は1000ダ ー ス 以上 の 注文の ため に
5%の 特別の割引をす る だ ろう ｡ 我等
は君か ら信用状の 受領後 2 ケ 月 以内 に
その 商品を船積みす る つ もり だ ｡ 我等
は我等が君を助け る こ とが 出来るだ ろ
うと幸せ だろう｡
10- d: W e re c eiv ed yo u rlette r of Sep-
te mbe r25 r ega rding o u rball-polnt
pe n witha clo ck. As yo u wills ee
it fro m o ur adv e rtis e m ent of
"
trade
n ew s
"
m agazin e w e de v elop this
pr odu ct r ec e ntly a nd intr odu c ed to
the m a rket. It ha s alre ady w o npop-
ula rity thr o ugho ut t he w o rld. W e
belie v e that this product su rely
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willc o ntribute to the e xpa n sio n
of yo u r m a rket. W e a r ego lng tO
s e nd a prlC elist a nd a c atalog to
yo u by s epa r ate m ail. T he prlC e
list indic ates the prlC ein cluding
the c a r rl age a nd in s u r a n c eto ロ サ
ン ゼ ル ス . W e e xpe ct a minim u m
o rder of 200do ze nfr o m yo u. W e
w a nt to do atr a n s a ctio n with yo u.
A ltho ugh o nly this tim e is w e will
do the 5% of special dis c o u nts fo r
a n o rder o v er1,000do z e n. W e a r e
go lng tO Ship t he go ods within 2
m o nths afte r the r ec elpt Of t he
lette r of cr edit fr o m yo u. W e m ay
be hap pythat w e will be able to
help yo u.
10- e: W e re ceiv ed yo u rletter of Sep-
te mbe r 25 r ega rding o u r ball-pol nt
pe n with a built-in digital w atch.
As■yo u willse efr o m o u r adv ertis e-
m ent･ in Trade Ne w s m ag zin e, this
pr odu ct ha s bee n win n l ng gr e at
popula rlty t hr o ugho ut the w o rld,
tho ugh w e de v eloped it a nd intr o-
du c ed to t he m a rket only re cently.
W e belie v e that this pr odu ct will
s u r ely c o ntribute to the e xpa n sio n
of yo u r m a rket. W e a rego l ng tO
s end yo u by s eparate m ailo u r c at-
alog a nd als o a prlC elist, w hich
indic ates o u rCIF Lo s Angeles prlC e.
W e e xpect a minim u m o rde r of 200
doze n fr o m yo u. Sin ce w e wish to
m ake a de al with yo u, w e will
m ake a special 5% dis c o u nt off
the list prlCefo r a norder of o v er
l
,000 dozen, tho ugh this tim e o nly.
W e are gol ng tO Ship the go ods
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within 2 m o nt hs after the re c eipt
of yo u rletter of c redit. W e will
be hap pyto be of help to yo u.
10-a の 第二 の 文は英語 の 従属節に 類似の
成分を複数個含ん でおり, その点で やや複雑
な構造を持っ ｡ こ の ような場合は対象文を適
切なところ で分断して入力し, 後 ･ 編集の
際再構成す る方が能率的で ある ｡ ｢ 最近開発
され, 市場 へ 出た品｣ の 部分は 10- b で は
the a rticle that appe a r ed to a m a rket
a nd be de v eloped … と な るの が実 は不 思議
である ｡ 意 味上 は順序が逆だ か らで あ る ｡
｢手紙を書い て 郵送 しな さ い ｡｣ に は M ail
a nd w rite a lette r. が出る ｡ 一 方, ｢彼 は
私の とこ ろ へ来て謝 っ た ｡｣ は He c a m eto
m y pla c e a nd apologized. とな るの で あ る ｡
短文を使 っ て いろい ろ試 してみ ると意味上の
逆転 は しば しばお こ る｡ 理由が ある筈だが ま
だ分か らない ｡ 幸い 10-d では逆転 はな か っ
た ｡ ただ し, こ こ で も少し奇妙な こ とがお こ
る ｡ ｢我等は本製品を最近開発 し市場 へ 紹介
し た｣ に 対応 す る の は w e develop this
pr odu ct r ec e ntly a nd intr odu ced to the
m a rket だが , 時制の照応がおか し い ｡ 10 -b
の相当部分も同様で ある｡ これに つ い て も,
いく つ かの 例で調 べ て み たがよく分か らない ｡
気紛れで お こる こ とで はなく 一 定の 条件に 基
づく筈で ある｡ 少なく とも動詞が後続す る場
令, 片方の 時制は未決定 に な る ことが よくあ
ると言 えそうだ ｡ ブラ ッ ク ･ ボ ッ ク ス の 内部
に つ い て は入 ･ 出力の操作を繰り返 しながら
推理する しか な い ｡
も っ ぱ ら形式的な側面か ら英語 の 文章 を
｢評価｣ する ソ フ トが ある ｡ 米国 の RS社が
開発 した ソ フ トを使用 して上記 の 10- b, 10
- d, 10-e をチ ェ ッ ク して み る こ と に し た ｡
こ の ソ フ ト は本来英語母国語氏に よ る, 一 応
は文法上の 的確性を備え た文章を診断し , 必
ずしも誤りとは言え ない 個人的な ｢くせ｣ を
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指摘したり, 文や使用語の 平均的な長さ, 1
段落内の 文の数等の 観点か ら文章の読 みやす
さ の指標を示す ことを 一 つ の 目的としたもの
である ｡ 従 っ て , 10- b にみ られ る ような文
法上 の誤りは, チ ェ ッ クの い わば ｢網の 目｣
が粗す ぎて十分 に描捉し得ない ｡ それで も読
みやすさ に つ い て は 一 応の 判定をす る｡ だい
た い , 10- b の訳文はひどす ぎて , と て もこ
の ままで は ビ ジネス 文書どこ ろか , 全く文章
の体をなさ ぬ もの で ある が , 判定に よれば
｢読みやすさ の評点 (r e ading e a s e s c o r e)｣
は51で ある｡ (100点法 に より, 60 -70が標準,
点が高い はど読み やすく, 低い はど読み にく
い とい うことに な っ て い る ｡ 算出の根拠に つ
い て は省略する ｡)なお, D iffic ult fo r m o st
re ader s. と い う コ メ ン トが っ い て い る ｡ 全
体の語数は167語 , 文の 平均の 長さ は20.8語 ,
ま た , 段 落 (pa r agr aph) の 長 さ は8.0文
で ある ｡ 10-a に 前 ･ 編集を施 した10- c の
訳文, 10- d はどうで あろうか ｡ 読 み やす さ
の評点は68で; これに つ い て の コ メ ン ト は,
Prefer redle vel for mo st re aders . で ある ｡
全体の 語数は152語, 文の 平均の 長 さ は13.8
語 , ま た, 段落の 長 さ は 11.0文で あ る ｡ な
お , 段落に つ い て は, Pa r agr aphs [sic]
m ay be to olo ng fo r m o st r eader sto foト
lo w. Try reprganizl ng ide a sint,o shorter
logic al u nits . と い うア ド バ イ ス が つ い て い
る｡ 10- d に後 ･編集の処理をした 10-e の 場
令, 読 み や す さ の 評 点 は 64, Prefer red
level for mo st readers . で , 全体の 語数は
149語 , 文の平均の 長さ は18.6語 , 段落の 長
さ は 8.0文 で あ る ｡ M o st re ade rs c o uld
e a sily follo w pa r agr aphs of this le ngth.
と い う コ メ ン トがある ｡ つ い で なが ら, こ の
はか に も, 例え ば, indic ate は o v er stated
o r prete ntio u s だ か ら sho w に 代え た方
5)
が よい などの 個別 の 指摘が ある｡
段落に つ い て は , もともと日本語原文で は
ほぼ 4段落に な っ て い たの だが , 10-a , c
機械翻訳 における テ キ ス ト編集 に つ い て
を入力する際に これを無視して全体をひとま
とめに した｡ そ の ため, 上記 の評価ソ フ ト は
こ れを1段落とみ なしたもの で ある ｡ 判定に
よると8文から成る段落ははぼ適当だが , 10
- d の11文で は長すぎるかもしれぬ とい う ｡
つ まり, 10- d は10-e に比 べ 読み やすい が ,
やや冗漫な印象を与える もの に な っ て い ると
い う ことだろう ｡ これは 10-c を入力する際
に 10- a をい く らか細分化した か らで ある ｡
10- e は後･編集の 再構成の処理 で全体をい わ
ば ｢締め直した｣ もの で ある｡ こ の こ とに 関
連して言え ば, 一 般的に , 単 一 の 文ではなく,
まとま っ た文章の場合, 前 ･編集以前の 原文
より前 ･ 編集後の原文は幾分長めに なり, 前･
編集を施した原文に 対応す る訳文 は, 前 ･ 編
集以前の 原文に対応する訳文に 比 べ て短め に
な るように思われる ｡ 10-a より10-c がやや
長く, 10- b より10- d はや や短 い ｡
さて , こ こ で 後･編集に つ い て 若干補足 し
て おきたい ｡ 後 ･編集 は, (a) 文法的修正 ､
及び (b) 文体上の 調監 内容の 補足等に 関
す るもの との両者に 大別出来よう ｡ 両者は相
互に 関連 し て い るが , (a) は主 とし て 文要
素の 整序, 添加, 削除, 名詞の 数の 問題, 時
制の問題等に か か わり , (b) は主 と して ,
語 の差 し替え , 文の結合, 文の 長さ の調整,
内容上 の補足, 照応関係の調整, 段落の 全体
的バ ラ ン ス の調整 , 句読点の 問題等に かか わ
る ｡ 10- e 冒頭の built-in digital w atch は
(b)の 範囲に属するもの で ある ｡ 機械翻訳の
終段の プ ロ セ ス で ある後･編集の あり方は前 ･
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編集の 出来, 不出来に 大きく左右され る｡
4 おわりに
商業通信文を対象とした場合, この 報告で
扱 っ た機械翻訳 シス テ ム にはどの 程度の実用
性が期待出来るだろうか｡ 最 捌こ断 っ た よう
に , こ こ で紹介した テ キ ス ト編集の実例は周
辺的補助機能を利用せず, ｢裸の まま の｣ シ
ス テ ム か ら得られたもの で ある ｡ サ ン プ ル の
数を大幅に 増や して調 べ て み ない と何とも言
えな い が, 専門分野辞書, ユ ー ザ ー ･ イ デ ィ
オ ム 辞書等を付加 し, また その機能を逐次増
強 し, テ キ ス ト編集に携わる者が シ ス テ ム の
特性に十分慣れ, 経験を積めば, ある程度の
実用性は望め るように思われる ｡
機械翻訳の 実用性に つ い て語 る時, その 利
用分野と翻訳結果 の質に 対する要求水準を考
慮する必要が ある｡ 例え ば, 技術系の 企業等
で 日本人技術者 と外国人技術者と の問 の , 文
書に よ る専門的な業務連絡を行う場合 を想定
すると, 前 ･ 編集の 要領を多少心得た者が原
稿 な しで メ ッ セ ー ジを入力し , 後 ･ 編集を省
い ても, 第三者に はあい まい で , 不明瞭な こ
ともあり得るに せ よ, 当事者間で は十分な伝
達が成り立 っ ように思われるの で ある ｡
い ずれに しろ, 機械翻訳 に おけるテ キス ト
編集 の プ ロ セ ス は人間と機械を結ぶ重要な接
点となる もの である ｡ ｢ヒ ュ ー マ ン ･ イ ン タ -
フ ェ イ ス (hu m a ninte rfa c e
s
)
)
｣ の 概念が 最
近注目を集め て い るの もうなずける ｡
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引用文献 ･ 脚注
1)個々 に は年度を明記 しない が , 全て 日本商工会議所商業英語検定試験に おける過年度の問題(C臥
及びB級) から採 っ た｡
2) B社の ｢エ ディ ッ ト マ ニ ュ ア ル｣ にある例文
3) 実は, あとに な っ て 気付い たのだが , こ の翻訳シス テ ム に は, あらか じめ登録され て い るイ デ ィ オ
ム のみの 一 覧を示す印刷物がある ｡ そ れに よると ,｢ばかりである｣ (｢彼女は宿題を終えたばかりだ｡｣)
はあるが , 6-a の ｢ばかりに｣ はない ｡
4) sbo rtに つ い て は, 上記 3) の 印刷物に be sho rt of はない ｡ ユ ー ザ ー ･ イ デ ィ オ ム と して新しく
登録すべ きもの であろう｡
5) 対象とする英文に つ いて , あらかじめその ジ ャ ン ル を指定出来るよう にな っ て い る｡
"
Ge n e r al
" と " Bu sin
l
e s s
･ ,の両方で チ ェ ッ ク したが ,｢読みやすさの評点｣ に差はなか っ た ｡
6) 野村浩郷編: 言語処理 と機械翻訳,講談社 ,1991,p p. 166-169.
( 付記)
｢朝 日新聞｣ (富山版, 1991年9月 9日付) が ｢機械翻訳で 日米欧協力｣ とい う見出しの記事を掲載し,
｢最近よく売れて い る市販の シ ス テ ム｣ (英- 日) に よる A P電の翻訳例を紹介した｡ 参考ま で に , そ
れを以下に引用する ｡
U N IT E D N A TI O N S- T he ec urity Co uncil Wedn e sday adopted a re s olution fo r cing a
defe ated lr aq to its knee s and dictating destr u ctio n of its che mic al, ge r m a nd n u cle a r war
c apabilities .
If Ir aq a c cepts the res olutio n, a c e a s e-firein the Pe rsia n Gulf Wa rtake s effe ct im m e-
diately.
U N IT E D N A T IONS-T he Sec u rity Co u n cil Wedn e sday は , 負かされたイ ラク をそ の ひ ざに強
制する決議, 及び , そ の化学, 細菌, そ して , 核戦争能力の 口述して いる破壊を採用した｡
イ ラクが決議を受け入れるならば , 即座に ペ ル シ ア湾 w a r に おける停戦は , 発効する ｡
機械翻訳 における テ キ ス ト編集に つ い て
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A BSTRACT
Te xt-editing l n m a chin etr a slation c o n sists of
"
pre- editing
"
a nd " po st- editing･
"
Pr e-editing plays a nim pr ota nt r ole in obtainl ng readable o utput te xts in a ta rget la n
-
gu age, pa rtic ula rly whe n the tw o la ngu ages in v olv ed a r e un related as in the c a se of
Japan es e a nd English; se rio u s synta ctic a nd se m a ntic dis a r r ay a ris esin o utput te xts if
tr a n slation is perfor m ed withn o pre-editing ap plied to input te xts . M a chin etr a n slation
at the pres e nt stage of its developm ent is extr e m ely depe nde nt o n fo r m al stru ctu re
of an 1nPut la ngu age, disr ega rding s em antic c ontexts, a ndt his c a u s espr oble m s a s w ell･
T his a rticle r e s ulted fr o mthe a utho r
'
s atte mpt to fa miliarize him s elfwith the w ay te xt-
editing lS ap plied a s w ella sin the w ay c o mputer- a s sisted m a chin etranslation generally
w o rks . T he autho r cites s o m etr a n slated s a mples in Japa n e se-English m a chin e tr a n s-
latio n to illu strate w her epr oble m slie a nd ho w s o m epitfalls c a nbe a v oided.
K E Y WOR DS
Pre-editing, Po st-editing, Str u ctu r e-depe nde nt, Bu sine s sc o m m u nic atio n s,
Sem antic c o nte xts, A m biguity, Re adability index
